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公
平
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告

公
平
慎
策
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
公
平
慎
策
君
提
出
に
か
か
る
学
位
請
求
論
文
「
脱
保
・
革
、

ス
時
代
の
投
票
行
動
ー
”
政
治
不
唇
”
と
，
新
し
い
価
値
観
”

て
ー
」
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

序第
一
部
安
保
・
高
度
成
長
期
の
選
挙

　
　
　
　
ー
イ
ッ
シ
ュ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ト
時
代
1

　
　
は
じ
め
に

　
　
第
一
章
基
本
的
争
点
期
の
時
系
列
分
析

　
　
　
第
一
節
分
析
の
概
要

　
　
　
第
二
節
分
析
の
結
果

第
二
部
　
ポ
ス
ト
成
長
期
の
選
挙

　
　
　
　
ー
イ
ッ
シ
ュ
ー
レ
ス
時
代
ー

　
　
第
二
章
　
ト
ラ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ラ
ス
ト
・
ヴ
ォ
ー
ト

　
　
　
第
一
節
政
治
不
信
の
研
究

　
　
　
第
二
節
デ
ィ
ス
ト
ラ
ス
ト
・
ヴ
ォ
ー
ト

　
　
第
三
章
　
ヴ
ァ
リ
ュ
i
・
ヴ
ォ
ー
ト

　
　
　
第
一
節
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
の
研
究

イ
ヅ
シ
ュ
ー
レ

に
焦
点
を
当
て

一
四
八
　
　
（
一
〇
二
〇
）

　
　
　
第
二
節
価
値
変
化
と
投
票

第
三
部
　
政
治
不
振
と
価
値
変
化
の
関
連
と
の
政
治
的
選
択
へ
の
影
響

　
　
　
　
む
す
び
と
展
望

第
四
部
東
京
に
お
け
る
浮
動
票
の
状
況

　
　
　
　
－
昭
和
四
三
年
参
院
選
東
京
地
方
区
パ
ネ
ル
調
査
の
分
析
1

　
あ
と
が
き

　
公
平
君
は
こ
れ
ま
で
、
N
H
K
放
送
世
論
調
査
研
究
所
主
任
研
究
員
と
し
て
、

N
R
K
の
行
う
数
々
の
世
論
調
査
の
企
画
・
立
案
・
実
施
あ
る
い
は
結
果
の

分
析
に
参
画
し
て
き
た
。
こ
の
論
文
は
、
主
と
し
て
N
H
K
が
衆
参
両
院
選
挙

あ
る
い
は
特
定
の
政
治
問
題
を
め
ぐ
つ
て
行
つ
た
世
論
調
査
の
デ
ー
タ
、
お
よ

び
公
平
君
の
参
加
し
た
、
日
米
社
会
科
学
者
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
．
J

A
B
I
S
S
調
査
の
デ
ー
タ
に
、
統
計
数
理
研
究
所
の
開
発
し
た
多
変
量
解
析

の
一
種
で
あ
る
、
数
量
化
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
独
自
の
分
析
を
試

み
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
わ
が
国
の
投
票
行
動
と

政
治
意
識
の
転
換
に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
公
平
君
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
代
の
総
選
挙
で
有
権
者
の
政
党
選

択
の
基
本
的
な
基
準
と
な
つ
た
最
大
の
要
因
は
、
高
度
経
済
成
長
や
安
保
問
題

と
い
つ
た
イ
ッ
シ
ュ
ー
で
あ
つ
た
。
同
君
は
、
こ
れ
を
イ
ッ
シ
ュ
i
・
ヴ
ォ
ー

ト
の
時
代
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
は
保
革
を

わ
け
る
基
本
的
基
準
と
し
て
の
力
を
失
い
、
二
大
政
党
時
代
か
ら
多
党
化
、
中

間
政
党
進
出
の
時
代
に
移
る
に
つ
れ
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
レ
ス
時
代
が
訪
れ
る
。
そ

こ
で
公
平
君
は
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
レ
ス
時
代
に
お
け
る
有
権
者
の
政
党
選
択
の
基

準
を
、
政
治
不
信
と
若
者
の
新
し
い
価
値
観
、
イ
ソ
グ
ル
ハ
ー
ト
の
「
ポ
ス
ト
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
」
の
中
に
探
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
検



証
の
結
果
で
は
、
政
治
不
信
は
基
本
的
選
択
基
準
と
な
つ
て
い
る
が
、
ポ
ス

ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
は
基
準
に
な
つ
て
い
る
と
は
言
い
が

た
い
こ
と
を
見
出
し
た
と
い
う
。

　
第
一
部
は
六
〇
年
代
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ト
の
時
代
の
分
析
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
イ
ッ
シ
ュ
i
時
代
を
代
表
す
る
、
六
三
年
か
ら
七
二
年
ま
で
の
四

回
の
総
選
挙
と
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
レ
ス
時
代
の
最
初
と
も
言
う
べ
き
七
六
年
の
総

選
挙
を
と
り
あ
げ
、
保
守
と
革
新
の
そ
れ
ぞ
れ
に
投
票
し
よ
う
と
す
る
有
権
者

を
わ
か
つ
要
因
が
何
で
あ
る
か
を
、
偏
相
関
係
数
と
統
数
研
の
数
量
化
理
論
E

類
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
よ
る
と
、
年
齢
、
職
業
と
い
つ
た

デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
要
因
の
持
つ
説
明
力
が
次
第
に
低
下
し
、
一
方
、
六
七

年
と
六
九
年
、
と
く
に
六
九
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
物
価
、
安
保
と
い
つ
た
イ

ッ
シ
ュ
ー
の
説
明
力
が
著
し
く
高
ま
つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
イ
ッ
シ
ュ

i
・
ヴ
ォ
ー
ト
の
全
盛
期
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
公
平
君
の
分
析
は
、
デ
ー
タ
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

格
別
異
論
を
と
な
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
例
え
ぽ
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要

因
の
う
ち
、
年
齢
に
つ
い
て
み
る
と
、
六
九
年
の
総
選
挙
の
第
H
類
の
固
有
ベ

ク
ト
ル
図
で
み
る
限
り
、
六
〇
歳
代
の
強
い
保
守
支
持
と
、
三
〇
歳
代
、
四
〇

歳
代
の
強
い
革
新
支
持
の
対
象
は
際
立
つ
て
い
る
。

　
六
〇
歳
と
い
う
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
時
、
す
で
に
三
八
歳
で
あ
る
。

年
齢
が
増
す
に
つ
れ
て
、
戦
後
の
根
本
的
な
価
値
の
転
換
に
適
応
す
る
こ
と
が

次
第
に
困
難
に
な
つ
て
く
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
年
齢
に
よ
る
説
明
力
の
低
下

は
、
戦
後
派
の
増
大
、
つ
ま
り
人
口
構
成
上
の
世
代
交
替
と
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
職
業
に
よ
る
説
明
力
の
低
下
は
、
高
度
経
済
成
長
の
結
果
増

　
　
　
公
平
慎
策
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

大
し
た
都
市
的
職
業
の
従
事
者
の
持
つ
政
党
支
持
態
度
が
不
安
定
な
た
め
で
あ

つ
て
、
例
え
ば
、
農
業
従
事
者
だ
け
取
り
出
し
て
み
る
と
、
依
然
と
し
て
強
い

説
明
力
を
持
つ
て
い
る
と
い
つ
た
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
も
ど
の
職
業
に

つ
い
て
も
説
明
力
が
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
六
七
年
と
六

九
年
の
総
選
挙
に
お
け
る
イ
ッ
シ
ュ
ー
要
因
の
説
明
力
の
高
さ
は
、
安
保
問
題

を
め
ぐ
る
国
論
の
分
裂
が
い
か
に
深
刻
な
も
の
で
あ
つ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ

つ
て
、
政
党
支
持
態
度
を
決
め
る
要
因
と
し
て
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
が

力
を
失
い
、
そ
の
結
果
イ
ッ
シ
ュ
ー
要
因
が
こ
れ
に
と
つ
て
か
わ
つ
た
と
い
う

も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
も
、
こ
の
あ
た
り
の

社
会
学
的
、
政
治
学
的
意
味
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
た
分
析
の
欲
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
二
部
と
第
三
部
は
、
七
〇
年
代
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
レ
ス
時
代
の
分
析
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
政
治
不
信
が
政
党
支
持
態
度
を
わ
け
る
基
本
的
基
準
で
あ
る
と
す
る

「
ト
ラ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ラ
ス
ト
・
ヴ
ォ
ー
ト
」
の
分
析
、
若
者
を
中
心
と
し

て
見
ら
れ
る
価
値
変
化
が
、
保
守
・
革
新
を
わ
か
つ
政
党
支
持
態
度
の
基
本
的

基
準
に
な
つ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
に
つ
い
て
の
分
析
、
お
よ
び

政
治
不
信
と
価
値
変
化
の
相
乗
効
果
が
、
政
党
支
持
態
度
の
選
択
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
つ
て
い
る
。

　
政
治
不
信
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
疎
外
が
五
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と

を
論
証
し
た
シ
ー
マ
ソ
（
冨
ω
＄
ヨ
き
）
、
　
政
治
的
信
頼
と
政
治
的
有
効
性
感

覚
に
つ
い
て
論
じ
た
ガ
ム
ソ
ソ
（
≦
・
》
O
凶
ヨ
ω
8
）
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
、

政
治
不
信
は
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
欠
如
と
政
策
に
対
す
る
不
満
か
ら
生
じ
る

が
、
政
治
不
信
と
保
守
対
進
歩
の
政
治
的
態
度
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
　
（
一
〇
二
一
）



　
　
　
公
平
慎
策
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

ラ
ー
（
》
竃
三
震
）
の
調
査
、
三
宅
一
郎
の
政
治
不
信
に
つ
い
て
の
日
本
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
γ
ド
の
国
際
比
較
な
ど
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
所
説
を
紹
介
し
た

の
ち
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
に
際
し
て
N
E
K
の
行
つ
た
世
論
調
査
の
デ
ー
タ
に

よ
り
な
が
ら
、
公
平
君
独
自
の
政
治
不
信
の
分
析
を
展
開
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
公
平
君
は
日
本
人
の
政
治
不
信
の
意
識
を
①
政
治
的
有
効
性
感

覚
の
喪
失
、
②
支
持
政
党
と
自
分
自
身
と
の
政
策
お
よ
び
伝
統
・
近
代
的
価
値

に
つ
い
て
の
不
一
致
、
③
エ
ス
タ
ブ
リ
ヅ
シ
ュ
メ
ソ
ト
に
対
す
る
不
信
の
三
側

面
か
ら
測
定
を
試
み
、
有
権
者
の
あ
い
だ
に
広
範
な
政
党
不
信
が
広
が
つ
て
い

る
こ
と
を
論
証
す
る
。
こ
の
分
析
に
よ
る
と
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
に
つ
い
て

み
る
な
ら
ば
、
自
民
党
支
持
者
の
政
治
的
有
効
性
感
覚
は
高
い
が
、
社
会
・
共

産
・
民
社
の
支
持
者
お
よ
び
支
持
な
し
は
低
い
。

　
政
策
お
よ
び
伝
統
・
近
代
的
価
値
に
関
す
る
自
分
自
身
の
立
場
と
自
分
の
支

持
政
党
の
立
場
と
の
一
致
度
を
み
る
と
、
公
明
支
持
者
は
価
値
、
政
策
と
も
に

一
致
し
て
い
る
が
、
自
民
支
持
者
は
価
値
に
つ
い
て
だ
け
一
致
が
み
ら
れ
、
共

産
支
持
者
も
、
政
策
に
つ
い
て
は
一
致
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
民
社
・
社
会

の
支
持
者
は
、
価
値
、
政
策
と
も
に
一
致
度
が
低
い
。

　
ま
た
、
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ソ
ト
に
対
し
て
は
、
若
者
の
不
信
感
が
強

い
。
な
お
、
こ
こ
で
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
と
は
政
府
、
国
会
、
支
持
政

党
、
裁
判
所
、
自
治
体
、
大
企
業
、
労
働
組
合
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
指
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
い
か
に
も
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
同
じ
箇

所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
体
制
不
信
の
方
が
、
よ
り
正
確
に
こ
こ
で
測
定
さ
れ
た

意
識
を
さ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
つ
い
で
公
平
君
は
、
上
記
の
諸
側
面
を
構
成
す
る
尺
度
指
標
に
、
政
党
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
　
（
一
〇
二
二
）

態
度
と
そ
の
強
度
と
い
う
二
要
因
を
加
え
、
数
量
化
理
論
第
皿
類
に
よ
つ
て
こ

れ
ら
諸
要
因
を
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
た
要
因
群
に
分
類
す
る
軸
の
析
出
を
行
い
然

る
の
ち
有
権
者
が
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
生
起
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
、
こ

の
事
件
に
対
し
政
治
的
疑
惑
の
態
度
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
、
有
権
者

の
持
つ
い
か
な
る
要
因
に
よ
つ
て
説
明
さ
れ
る
か
を
数
量
化
理
論
H
類
に
よ
つ

て
分
析
し
て
い
る
。

　
ま
ず
皿
類
の
分
析
で
は
、
伝
統
・
近
代
的
価
値
（
第
一
根
）
と
政
治
的
有
効
性

感
覚
（
第
二
根
）
と
い
う
二
つ
の
軸
が
析
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
近
代
的
価
値

観
を
持
ち
、
政
策
に
つ
い
て
は
革
新
的
意
見
を
持
ち
、
支
持
政
党
と
自
分
の
価

値
観
の
食
い
違
い
を
自
覚
し
て
い
る
有
権
者
ほ
ど
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
低

く
、
政
治
不
信
が
強
い
。
ま
た
∬
類
の
分
析
に
よ
る
と
、
政
治
的
疑
惑
の
態
度

の
有
無
は
、
年
齢
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
両
要
因
に
対
す
る
態
度
の
差
で
最

も
よ
く
説
明
さ
れ
、
七
〇
歳
代
の
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
高
い
有
権
者
は
政
治

的
疑
惑
を
い
だ
か
ず
、
反
対
に
二
〇
歳
代
の
若
老
は
強
い
政
治
的
疑
惑
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
公
平
君
は
、
一
九
七
四
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
参
院
選
と
、

七
六
年
の
三
木
内
閣
の
手
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
ロ
ッ
キ
ー
ド
選
挙
、
七
七
年
の

参
院
選
の
三
回
の
N
H
K
の
調
査
デ
ー
タ
を
主
と
し
て
数
量
化
理
論
π
類
を
用

い
て
ど
の
よ
う
な
要
因
が
そ
の
選
挙
で
有
権
者
が
投
票
を
予
定
し
て
い
る
政
党

を
弁
別
す
る
の
に
最
も
有
効
で
あ
る
か
を
分
析
す
る
。

　
ま
ず
七
四
年
の
参
院
選
挙
で
は
、
有
権
者
の
意
識
の
構
造
的
変
化
を
把
握
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
諸
要
因
に
加
え
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
、
疎
外
感
、
基

本
的
保
守
傾
向
、
保
守
革
新
政
策
の
四
つ
の
ス
ケ
ー
ル
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の



分
析
の
結
果
で
は
、
政
府
の
物
価
対
策
を
評
価
す
る
も
の
や
二
〇
歳
代
前
半
の

女
性
な
ど
が
保
守
へ
の
投
票
を
予
定
し
、
基
本
的
保
守
ス
ケ
ー
ル
で
進
歩
的
な

も
の
と
政
府
の
物
価
対
策
を
評
価
し
な
い
も
の
な
ど
が
革
新
へ
の
投
票
を
予
定

し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
分
析
結
果
は
、
調
査
の
行
わ
れ
た
選
挙
の
二
週
間
前

の
時
点
で
、
す
で
に
投
票
意
思
の
決
ま
つ
て
い
る
有
権
者
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
時
点
で
ま
だ
投
票
意
思
の
決
ま
つ
て
い
な
い
有
権
者
を

含
め
て
分
析
し
て
み
る
と
、
保
守
・
革
新
を
問
わ
ず
、
政
治
的
疎
外
感
が
低
く
、

政
治
的
有
効
性
感
覚
の
高
い
も
の
は
、
政
治
に
積
極
的
で
、
逆
に
疎
外
感
の
高

い
有
効
性
感
覚
の
低
い
若
い
女
性
は
、
政
治
に
消
極
的
な
こ
と
が
見
出
さ
れ

た
。

　
五
一
年
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
選
挙
の
特
色
は
、
数
量
化
理
論
H
類
の
分
析
に
よ
る

と
、
有
権
者
が
投
票
を
予
定
し
て
い
る
政
党
の
弁
別
に
、
政
党
イ
メ
ー
ジ
が
非

常
に
強
い
影
響
を
示
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
自
民
党
に
対
し
て
好
意
的
イ
メ

ー
ジ
を
持
つ
か
否
か
が
、
自
民
党
を
投
票
予
定
政
党
と
す
る
有
権
者
と
、
社

会
・
共
産
を
投
票
予
定
党
と
す
る
有
権
者
を
わ
か
つ
最
大
の
要
因
と
な
つ
て
い

た
。
し
か
も
、
四
四
年
に
は
有
力
な
弁
別
要
因
で
あ
つ
た
物
価
・
安
保
問
題

が
、
ほ
と
ん
ど
説
明
力
を
失
つ
て
い
る
。
ま
さ
に
イ
ッ
シ
ュ
ー
レ
ス
時
代
の
到

来
で
あ
る
。
な
お
、
将
来
に
期
待
す
る
政
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
態
度
を
被

説
明
変
数
と
し
て
豆
類
の
分
析
を
行
つ
た
結
果
で
は
、
政
治
的
有
効
性
感
覚

が
低
い
者
と
若
者
に
保
革
連
合
に
対
す
る
期
待
の
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

　
保
革
逆
転
を
か
け
て
行
わ
れ
た
五
二
年
の
参
院
選
に
つ
い
て
、
同
様
に
数
量

化
理
論
H
類
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
で
は
、
投
票
を
予
定
し
て
い
る
政
党

　
　
　
　
公
平
慎
策
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

が
、
保
守
で
あ
る
か
革
新
で
あ
る
か
を
区
別
す
る
最
大
の
要
因
は
、
近
い
将
来

ど
ん
な
政
権
が
で
き
れ
ぽ
よ
い
と
考
え
て
い
る
か
、
政
権
構
想
に
対
す
る
態
度

で
あ
つ
た
。
つ
ま
り
、
自
民
単
独
政
権
、
自
民
・
新
自
由
ク
ラ
ブ
、
自
民
・
民

社
の
連
合
政
権
を
望
む
者
は
保
守
を
支
持
し
、
社
会
・
共
産
、
全
野
党
の
連
合

政
権
を
望
む
者
は
、
革
新
を
支
持
し
て
い
た
。
こ
の
選
挙
は
、
自
民
対
野
党
の
、

ト
ラ
ス
ト
対
デ
ィ
ス
ト
ラ
ス
ト
・
ヴ
ォ
ー
ト
の
争
わ
れ
た
選
挙
で
あ
つ
た
と
い

つ
て
も
よ
い
。

　
価
値
変
化
、
す
な
わ
ち
ヴ
ァ
リ
ユ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
グ
ル

ハ
ー
ト
（
犀
一
轟
冨
富
旨
）
、
綿
貫
譲
治
、
イ
ケ
・
ノ
ブ
タ
カ
、
マ
ー
シ
ュ
（
｝

寓
弩
旨
）
、
フ
ラ
ナ
ガ
ン
（
ψ
Ω
ギ
き
濃
塁
）
の
所
説
を
紹
介
し
た
の
ち
、

比
較
政
治
文
化
論
に
興
味
を
持
つ
、
綿
貫
譲
治
、
ブ
ラ
ヅ
ド
レ
ー
・
リ
チ
ャ
ー

ド
ソ
ン
（
ω
轟
亀
q
家
9
毅
房
9
）
、
　
三
宅
一
郎
、
フ
ラ
ナ
ガ
ン
、
公
平
慎
策

の
五
人
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
共
同
研
究
、
J
A
B
I
S
S
調
査
の
デ
ー
タ
に
も

と
づ
い
て
分
析
が
す
す
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ

ュ
ー
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
経
済
安
定
と
環
境
保
全
に
対
す
る
価
値

関
心
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
と
し
て
は
、
決

定
参
加
と
精
神
重
視
に
対
す
る
価
値
関
心
で
あ
る
。
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
高

学
歴
、
高
収
入
の
者
ほ
ど
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ユ
ー
に
対
す
る
価
値

関
心
が
高
く
、
若
者
と
男
性
、
勤
労
者
階
級
に
帰
属
意
識
を
持
つ
た
者
は
、
ポ

ス
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
の
う
ち
決
定
参
加
に
、
高
学
歴
、

中
産
階
級
に
帰
属
意
識
を
持
つ
た
者
は
、
精
神
重
視
に
対
す
る
価
値
関
心
が
高

か
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
価
値
選
択
は
、
わ
が
国
で
は
保
守
対
革
新
の

亀
裂
を
深
化
さ
せ
る
よ
り
、
む
し
ろ
保
守
勢
力
内
部
で
の
対
立
・
分
化
や
、
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
一
〇
二
三
）
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新
勢
力
内
で
の
分
裂
の
激
化
を
予
想
さ
せ
る
と
い
う
。

　
政
治
不
信
と
価
値
変
化
の
相
乗
効
果
が
、
人
々
の
政
治
的
選
択
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
か
を
、
J
A
B
I
S
S
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
つ
て
分
析
し
た

の
が
第
三
部
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
新
た
に
、
制
度
を
ど
の
程
度
支
持
し
て
い
る
か
と
い
う
制
度
支

持
ス
ケ
ー
ル
が
加
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
制
度
ス
ケ
ー
ル
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
、

支
持
政
党
、
価
値
項
目
（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
お
よ
び
ポ
ス
ト
・
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
）
を
要
因
と
し
て
、
数
量
化
理
論
皿
類
で
分
析
し

た
結
果
、
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
対
ミ
ッ
ク
ス
ド
・
ヴ
ァ
リ
ユ
ー

（
ポ
ス
ト
・
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
に
あ
る
種
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ

ア
リ
ュ
ー
の
混
在
し
た
も
の
）
の
軸
（
第
一
根
）
と
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
高
低
に

関
す
る
軸
（
第
二
根
）
が
析
出
さ
れ
た
。
な
お
、
第
四
根
で
は
あ
る
が
、
制
度
支

持
の
弱
い
も
の
対
そ
の
他
の
も
の
と
い
う
軸
も
析
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
を
重
視
し
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
の

高
い
と
こ
ろ
に
共
産
、
公
明
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
支
持
者
が
位
置
し
、
ミ
ッ
ク

ス
ド
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
を
重
視
し
、
有
効
性
感
覚
の
高
い
と
こ
ろ
の
民
社
、
ミ
ッ

ク
ス
ド
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
を
重
視
す
る
が
、
有
効
性
感
覚
は
低
い
と
こ
ろ
に
社

会
、
両
軸
の
中
央
、
平
均
的
部
分
に
自
民
と
支
持
な
し
が
位
置
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
つ
た
。

　
こ
の
J
A
B
I
S
S
調
査
で
は
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
政
治
へ
の
信
頼
・
不

信
感
を
み
る
も
の
と
し
て
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
各
レ
ベ
ル
の
政
治
に

つ
い
て
、
ど
の
程
度
信
頼
す
る
か
を
測
定
し
た
政
治
信
頼
・
不
信
ス
ケ
ー
ル
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
ス
ケ
ー
ル
を
被
説
明
変
数
と
し
て
H
類
の
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）

分
析
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
政
治
信
頼
と
不
信
の
弁
別
に
最
も
有
効
な
の
は
支
持

政
党
と
制
度
支
持
で
、
価
値
項
目
の
弁
別
力
は
非
常
に
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
公
平
君
は
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
わ
が

国
の
有
権
者
の
政
治
意
識
と
投
票
行
動
を
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ト
の
時
代

か
ら
イ
ッ
シ
ュ
ー
レ
ス
・
ヴ
ォ
ー
ト
の
時
代
へ
の
転
換
と
し
て
把
え
、
主
と
し

て
統
数
研
の
数
量
理
論
に
よ
り
な
が
ら
こ
れ
を
実
証
し
た
。
わ
が
国
で
は
こ
れ

ま
で
、
こ
の
よ
う
な
長
期
の
時
系
列
に
わ
た
る
計
量
分
析
は
ほ
と
ん
ど
手
が
つ

け
ら
れ
て
こ
な
か
つ
た
だ
け
に
、
こ
の
研
究
の
持
つ
価
値
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

も
つ
と
も
、
こ
の
優
れ
た
研
究
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ひ
と
つ
は

概
念
の
混
乱
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
政
治
不
信
と
い
う
概
念
は
こ
の
研
究
に
お
い
て
、
中
心
的
重
要
性

を
持
つ
概
念
で
あ
る
が
、
あ
る
箇
所
で
は
厳
密
な
分
析
概
念
と
し
て
、
あ
る
と

こ
ろ
で
は
ご
く
ル
ー
ズ
に
包
括
的
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
学
説
紹
介

の
部
分
に
お
け
る
多
義
性
は
当
然
と
し
て
も
、
調
査
に
よ
つ
て
、
伝
統
・
近
代

的
価
値
観
と
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
複
合
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
り
、
政
治
へ

の
疑
惑
の
態
度
と
さ
れ
た
り
、
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る

政
治
全
体
に
対
す
る
信
頼
感
と
し
て
測
定
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
調
査

が
異
な
る
時
期
に
、
し
か
も
公
平
君
自
身
、
単
に
そ
の
一
員
に
過
ぎ
な
い
N
H

K
と
い
つ
た
組
織
や
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
つ
て
取
り
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
事
情
は
同
情
に
値
す
る
が
、
政
治
不
信
と
い
う
概
念
を
包
括

的
な
上
位
概
念
と
し
て
一
貫
さ
せ
る
と
か
、
特
定
の
態
度
ス
ヶ
ー
ル
に
限
定
し

て
使
用
す
る
と
い
つ
た
整
理
は
可
能
だ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



　
い
ま
ひ
と
つ
は
、
数
量
化
理
論
に
よ
る
分
析
デ
ー
タ
の
読
み
方
の
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
ら
デ
ー
タ
の
数
値
を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、

統
計
理
論
に
関
す
る
か
な
り
の
習
熟
と
、
専
門
分
野
に
関
す
る
高
度
な
知
識
の

集
積
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
言
い
か
え
れ
ば
、
経
験
と
問
題
関
心
の
相
違
に
よ
つ
て
解
釈
に
相
違
が
生
じ
、

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
・
あ
る
種
の
職
人
芸
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、

本
論
文
に
お
け
る
公
平
君
の
解
釈
に
は
、
同
じ
分
野
の
研
究
者
が
す
べ
て
納
得

す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
本
報
告
書
で
は
、
比
較
的
異
論
の
余
地

の
な
い
も
の
の
紹
介
に
と
ど
め
た
。
な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
、
例
え
ば
あ
る
調

査
で
、
そ
の
選
挙
あ
る
い
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
政
治
意
識
を
特
色
づ
け
る
要

因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
測
定
指
標
が
、
実
は
そ
の
調
査
の
時
の
み
に
用
い

ら
れ
、
そ
の
前
後
の
調
査
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
い
つ
た
問
題
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
若
干
の
問
題
が
残
る
に
せ
よ
、
だ
か
ら

と
い
つ
て
こ
の
研
究
の
も
つ
優
れ
た
価
値
は
、
毫
も
損
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

わ
が
国
に
お
け
る
、
有
権
者
の
投
票
行
動
や
政
治
意
識
に
つ
い
て
の
研
究
は
い

ま
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
い
く
つ

か
の
試
行
錯
誤
は
、
こ
の
分
野
の
将
来
の
研
究
の
飛
躍
的
発
展
の
た
め
に
は
避

け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
踏
み
石
と
も
言
う
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
、
本
研
究
の
先
駆
的
意
義
は
、
い
か
に
高
く
評
価
し
た
か
ら
と
い
つ

て
評
価
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
よ
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
公
平
慎
策
君
に
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位

を
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と
考
え
る
。

副副主
査査査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
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